
 睦沢町立中央公民館図書室 
開館時間 ８：３０～１７：００ 休館日：月曜日 

（第 1～第３土曜日は１９：００まで） 

  ＴＥＬ ０４７５－４４－０２１１ 
http://koumin.mutsuzawa.net/tosho_kensaku.ph 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

学習コーナーについて 
 

学習コーナーを「子どもたちの

学習コーナー」として開放してい

ます。小、中、高校生の勉強の場

として、テスト前の集中勉強に、

夏休みの効率的な勉強に、どうぞ

ご利用ください。受付で記名をお

願いしています。満席などで利用

できない場合は職員にお声がけく

ださい。大人の方で学習されたい

場合は、公民館の施設を申請の上

ご利用いただくようお願いいたし

ます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤と青のガウン 

彬子女王/著・PHP研究所 

女性皇族として初めて海外で博士号を取得された彬子

女王殿下による英国留学記。博士課程を成し遂げた者

しか袖を通すことを許されない赤と青のガウンは、く

じけそうになった時の「目標」だった。 

新着の図書 

        

 いつも見ている読書の番組。今回は「R18 文学賞」でした。女性限定

で若い作家の作品が多く、斬新な表現、男性には書けないテーマでも、

逆に男性にも読んでほしい！性別にとらわれない多様性への中、あえて

女性限定、選者も女性という。文学賞としての形にとらわれない才能に

あふれているといいます。 

 さて、今回は、広瀬りんご「息子の自立」が大賞に、友近賞には、神

敦子「君の無限はとるにたらない」※芸人 友近さんが選者。 

 好きな本だけ読んでちゃダメ。冒険に出よう。       （S.S） 

セカンドブック配布 
 

小さいころから本に親しむこ

とは、生涯を通じた読書習慣に

つながります。 

心を育む豊かな読書の時間を

応援できるよう、睦沢町は３歳

のこどもたちへ絵本を１冊プレ

ゼントします。読み聞かせ黄金

期と呼ばれる3歳～５歳の大切

な時期に、家族でいっしょに本

を読んだり、読み聞かせをした

り楽しい時間を過ごしてくださ

い。睦沢町に住民登録のある３

歳になるお子さまが対象です。

くわしくは公民館窓口でおたず

ねください。 

NEW 

私のおススメ 

 

 

 

 

 

子どもとの関係が変わる 

自分の親に読んでほしかった本 

フィリッパ・ペリー/著・日経BP 

親が物事の見方、捉え方を変えることで、子どもへの 

接し方が大きく変わることを教えてくれる。子育て中

の親、かつて子どもだった人から共感の声、続々。 

 

  

２０２４第２号 
（令和 6年７月） 

ゆうやけにとけていく 

ザ・キャビンカンパニー/著・小学館 

夕焼けは喜びも悲しみも包み込む 

だんだんと沈みゆく太陽を背景に、ジャングルジムで

遊ぶ男の子、悔しくて石を蹴る女の子、買い物帰りの

親子などが描き出されます。日本絵本賞大賞、産経児

童出版文化賞などを受賞しました。 

 



 

この本  読もう！のコーナーが新しくなりました。 

2024 年 4 月からの教科書改訂により、教科書に紹介されている

本が変わりましたのでコーナーを一新しました。一年生から六年

生まで、どんな本を読んだらいいのかわからない、教科書に載っ

ていたけれどどんな本だろう？そんな声にお応えできると思いま

す。紹介のリーフレットをぜひ手に取ってお読みください。 

夏はいろいろなイベントが目白押し 

浴衣着付け体験会（8/4日曜日） 

学生の皆さん、浴衣を自分で着てみませんか 

睦沢町の風物詩である睦沢町商工会青年部主催「納涼盆踊り大

会」に合わせ、町中央公民館で浴衣の着付け体験会を開催しま

す。浴衣を着て、そのまま盆踊り大会を楽しみましょう。 

くわしくは公民館窓口でおたずねください。 

図書室の着物・ゆかた・きものヘアに関する本は、棚番 31 番

（家政）にあります。 

今年の芥川賞・直木賞は？ 

第 171 回（2024 年上半期）芥川賞・直木賞の候補作品が

発表されました。7 月 17 日に選考会が開かれ、受賞作品が

決定します。直木賞の候補作品を挙げておきます。 

『地雷グリコ』青崎有吾 

『令和元年の人生ゲーム』麻布競馬場 

『ツミデミック』一穂ミチ 

『われは熊楠』岩井圭也 

『あいにくあんたのためじゃない』柚木麻子 

 

七夕について 

「七夕」元は裁縫の上達を願う行事でしたが、武芸や書

等、裁縫以外の才も上達を願う行事として定着しました。 

公民館のロビーには本物の竹が飾られました。 

折り紙の本と一緒に飾りの道具（折り紙、ペンなど）を

用意し、皆さんの願いを短冊に書いて習い事や勉強などの

上達や、夢や目標がかなうように願いました。 

 今年は織姫と彦星は会えたでしょうか？ 


